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論文の内容の要旨
　本研究はヨーグルトによる保健効果について既知の効果に加えて未知の効果を探索し，疾病の予防食晶として
のヨーグルトの可能性を示すことを目的に行った。
　世界各国，各地域で多種多様な発酵乳が食されているが，ブルガリア共和国由来のヨーグルト（五αC肋α6伽∫
6θ伽鮒肋subsp，肋細ガ㈱と∫施舛0606εω伽舳oψゐ伽∫をスターターとした発酵乳）が世界的に最も一般的な発酵
乳となり，多くの国々で普及している。ヨーグルトが世界中に普及した理由の一つとして，ノーベル賞（生理学・
医学賞）受賞者であるメチニコフが「不老長寿説」（ヨーグルト摂取によって消化管の環境が改善され寿命が延び
ると言う仮説）を提唱したことが挙げられる。この仮説の提唱以来，ヨーグルトとその乳酸菌（スターター）に
ついて多くの保健効果や疾病予防の研究が進展し，ヨーグルトもしくは乳酸菌による便秘の予防，乳糖不耐症の
軽減，腸内菌叢の改善，免疫の賦活，抗癌作用等が研究されてきた。また，疾病の原因が科学技術の進展により
解明されるに従って，乳酸菌の保健効果に新たな可能一性が見い出されている。本研究では最も死亡率が高い癌と
動脈硬化症に対するヨーグルトスターターの新しい保健効果を検討した。
　第1章では発癌に関連して，食晶中に含まれる発癌性物質であるヘテロサイクリックアミンが癌の発病要因の
一つであることが明確化されつつあることから，ヨーグルトスターターによるヘテロサイクリックアミン（丁叫
円，Me玉Qx）の吸着と消化管からの吸収抑制作用を調べた。肋〃伽oのTyp～一1およびMe1Qxの吸着試験の結果，
〃θ伽脇肋の菌体は丁印｝1およびMe1Qxを吸着した。その吸着力はpH依存的で，各々ph4またはpH5で最大値
を示し，PH7では低下した。一方，S伽舳oφ脇∫の菌体は丁印一P一夏を吸着したがMeIQxに対する吸着力は弱かった。
S伽舳oψ脇∫の菌体のY印一円に対する吸着力はpH4－9で強く維持された。また，加∫伽の助乎1の吸収抑制
試験では，S伽舳oψ脇∫の菌体は丁阻円吸着による丁呼円の吸収を抑制したが，ム此伽鮒肋の菌体ではその現
象は認められなかった。この結果から，菌体のヘテロサイクリックアミンの消化管吸収抑制作用は，腸内のpH（中
性領域）における菌体のヘテロサイクリックアミンの吸着能力に依存すると考えられた。また，加3伽の試験結
果は加伽oの∫伽榊oψ脇∫の菌体投与による丁印早1吸収抑制試験によっても確認された。以上の結果から，ヨー
グルト用乳酸菌の菌体はヘテロサイクリックアミンの消化管からの吸収を抑制すると結論した。
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　第2章では動脈硬化症に関連して，その発病の過程におけるLDL（低比重リポタンパク質）の酸化の重要性が
明らかにされつつあることから，ヨーグルト用乳酸菌によるLDLの酸化抑制作用について研究した。抗酸化作用
のメカニズムとして，ラジカル補足能力について検討した結果，〃θ伽鮒肋subsp．肋敏枕〃∫とS伽舳o助伽の両
菌はその能力を有しており，発酵過程でラジカル補足物質を産生した。両菌の抗酸化作用の加o伽o試験では，ヨー
グルト用乳酸菌の培養液の工一テル抽出物は亡一ブチルヒドロキシラジカルで誘導されるウサギの赤血球膜の酸
化と銅イオンで誘導されるヒトLDLの酸化を抑制した。その抗酸化能は，∫伽舳o助伽よりもムゐ伽鮒肋の方
が強かった。肋o伽o試験における〃θ伽鮒肋のLDL酸化抑制試験では，ラットヘの酸化油の投与によってLDL
の酸化度が上昇する現象を利用した動物試験系を用いた。その弧，LDLの酸化度の上昇は〃θ伽鮒肋の培養液を
接種させることによって抑制された。以上の結果から，抗酸化能を有するヨーグルト用乳酸菌の培養液の摂取は，
動脈硬化症との因果関係が疑われているLDLの酸化を抑制すると結論した。
　本研究によって，ヨーグルトスターターは，既知の保健効果の他に，食品の発癌性物質であるヘテロサイクリッ
クアミンの吸収抑制効果と動脈硬化症の発症因子であるLDLの酸化抑制作用の2つを示すことが明確になった。
審査の結果の要旨
　乳酸菌による発酵乳の一種であるヨーグルトは，前述した既知の保健効果を目的として，我国において消費増
の一途をたどっている。最近ヨーグルトの摂食により新たな保健効果として抗癌作用や動脈硬化症の予防などの
可能性が指摘されているが，不明な点が多い。このような現状から申請者は死亡率が高い癌や動脈硬化症の宇防
に対するヨーグルト乳酸菌の関与を明らかにする目的で研究に着手した。これ迄に動物タンパクの加熱分解で生
成するTrp－P－1やMe玉Qxなどは強い変異原性や発癌性を有することが報告されているが，乳酸菌はこれらの物質を
吸着し，消化管からの吸収を抑制することによって癌の発症抑制効果を有することを突き止めた。一方，乳酸菌
によるLDLの酸化抑制は動脈硬化症を予防すると言われていたが，乳酸菌はミルクの発酵過程でラジカル補足物
質を生産し，これがLDLの酸化を抑制することを明らかにした。
　上記の研究は乳酸菌のもつ既知の保健効果に加え，新しい効果，すなわちヨーグルトの摂食は癌と動脈硬化症
の抑制効果を有することを立証した。また，ヨーグルトスターターである〃θ伽鮒肋とS伽舳o助伽∫の有する
保健効果の報告はビフィズス菌やアシドフィラス菌などに比べて少ない。一方，実用面では両菌の共生培養によ
り培養時問は1／4～1／8に短縮できたことによってヨーグルトの生産と消費拡大に貢献しており，本研究は上記の
食晶機能の研究に加え実用面においても高く評価できる。日本は欧米に比ベヨーグルトの消費量は少ないが，新
しい機能を目的としたヨーグルトの益々の消費拡大に期待する。
　よって，著者は博士（生物資源工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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